
（略 歴）
●１９７２年、矢巾町生まれ、46歳

●盛岡工業高校卒

●１９９７年、脊椎を損傷し車いす生活

に。

●２０１０年バンクーバーオリンピック

アルペンスキー日本代表選手。

日本共産党岩手県委員会、自由党岩手県

連、社民党岩手県連合の３野党は、野党４

党で協議してきた１０項目の政策合意にも

とづき、人選をすすめた結果、元パラリン

ピック選手の横沢高徳氏を統一候補として

推薦することを確認し発表しました。

県段階の合意には国民民主党県連が参加

していませんが、５野党は「１人区での候

補者の一本化」で合意しており、中央段階

の協議を受けて、４野党による統一候補と

なる見込みです。

岩手選挙区は、自民党公認で４選をめざ

す平野達男氏が立候補を表明しており、憲

法９条の改悪、消費税増税、高すぎる国保

税の引き下げ、農林漁業の振興などをめぐっ

てはげしいたたかいが予想されます。

安倍暴走政治にストップを

かけ、希望の持てる未来をひ

らく展望を示す、日本共産党

演説会が開催されます。

入場は無料です。お気軽に

ご参加ください。

●日時 ５月１２日

（日）午後３時

●会場 大野農村環

境改善センター
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平成３０年度一般会計予算に意見を述べて賛成する。

１、①、任意接種のロタウイルス、おたふくかぜ、風疹

の予防接種への助成。②就学援助の入学準備金と修学旅

行費の引き上げ、卒業アルバムを新規助成対象とした。

高校までの医療費の無料化を継続し、小学校卒業までの

現物給付化を実現したことを評価する。

２、震災からの復興と今後のまちづくりを考えるなら、

町の基幹産業である農林水産業振興に力を入れ、後継者

育成、若者が町に残る魅力あるまちづくりに努力すべき

だ。

３、本町は合併して１３年が経過した。「サービスは高

いほうに負担は低いほうに」という合併協議の精神にも

とづき、一般ごみの収集回数の格差を放置せず、公平・

公正な町政運営を行うべきだ。

４、消費税の１０％への増税を前提としたプレミアム商

品券は状況をみて予算化すべきだ。１０月の増税の中止

を政府に求めるべきだ。

安倍政権の予算は、消費税１０％への増税を前提、大

軍拡を進め、暮らしと経済を破綻させ、憲法と平和を壊

し、二重の亡国予算になっている。

国の悪政からの防波堤となって、町民のくらし福祉を

守る自治体の役割はますます重大だ。国民主権・基本的

人権・恒久平和の原則にたった憲法を生かす町政運営と、

憲法９条改悪は許さない立場を期待し、賛成を表明する。
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